
 

 

令和７年(202５年)1月(第 201号) 

 2025年、いよいよ滋賀県で国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会（国スポ・障ス

ポ）が開催される年になりました。滋賀県で開催されるのは、なんと 44 年ぶりです。 

県内各地で国スポ・障スポに関連したイベントが開催され、盛り上がってきています。 

さて、当課では昨年 12 月に子ども向け人権啓発イベント「じんけんわくわく冬まつり～子

どもが主役！パラスポーツ体験＆外国のグルメ・暮らし・文化～」を開催しました。 

このイベントでは、障スポの正式競技の一つであるボッチャを体験できるブースを設け、多

くの人に体験していただきました。 

今回はこのイベントの内容を紹介します！ 

 

 
 

 

 

 

 

じんけんわくわく冬まつりとは？ 

じんけんわくわく冬まつりは、子どもたちに「わくわく」楽しみながら人権について学んでも

らおうと、昨年度から始めたイベントです。今年度は、人権週間中（12/4～12/10）である 12月

８日（日）に、米原市にある米原学びあいステーションで開催しました。 

イベントのサブタイトル「～子どもが主役！パラスポーツ体験＆外国のグルメ・暮らし・文化

～」にもあるように、当日はパラスポーツ体験や民族衣装体験、外国のグルメ飲食ブースなどを

設け、たくさんの人にお越しいただきました。 

このイベントと同時に、隣接する県立文化産業交流会館では「部落解放と人権尊重をめざす

『県民のつどい』」が開催されました。 

両イベントの各スポットを回るスタンプラリーを実施し、子どもから大人まで、幅広い世代に

楽しみながら自然と人権について考えていただくことのできる日になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
特集 じんけんわくわく冬まつりを 

開催しました！ 

わくわく冬まつりチラシ 県民のつどいチラシ 
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１．ボッチャ体験  

ボッチャは、年齢、性別、障害のあるなしにかかわ

らず、すべての人が一緒に競い合えるスポーツです。

地上のカーリングとも言われています。 

ルールはシンプルで、２チームに分かれてそれぞれ

赤・青の持ち球(６球)を投げます。投げ終わったとき

に、より多くのボールが的玉である白いボールに近づ

いている方が勝ちとなります。 

障害によりボールを投げることができない場合は、ラ

ンプ（勾配具）を使って参加することができます。 

皆さん楽しく、盛り上がりながら体験されていまし

た！ 

昨年のパリパラリンピックで、日本のチームがボッチ

ャで銅メダルを獲得した影響からか、ボッチャをご存知

の方が多かったです。今年の障スポも楽しみですね！ 

 

２．車いすダーツ体験 

車いすダーツ体験とは、その名のとおり、車いすに座った状

態でダーツをする体験です。 

パラスポーツの競技種目ではないのですが、子どもたちに車

いすに親しみをもってもらおうと実施しました。 

体験の流れは、立った状態で３回ダーツを投げた後、車いす

に座った状態で再び３回ダーツを投げていただきます。 

滋賀県立大学のサークル「にじいろ kids」の皆さんにも運営に携わっていただきました。 

立った状態と車いすに座った状態では、的の高さや体勢が変わるので少し難しかったかもし

れませんが、参加された方にはその違いを感じていただくことができました。初めて車いすに

座った方もいらっしゃったかもしれません。 

車いすダーツ体験を通して、車いすを利用されている方への理解を深めていただけると嬉し

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
三日月知事も挑戦！ 
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３．世界一周！旅行ゲーム 

世界一周！旅行ゲームは、世界の国のあいさつや食べ物、国旗について学べるゲームです。

（公財）滋賀県国際協会に協力いただき実施しました。 

まず最初に、国名の書かれたカードを引いていただきます。次に、その国のあいさつや食べ

物、国旗だと思うカードを選んでいきます。 

大人でも難しく、「わかっているつもりだったのに間違えた！」、「全然知らなかった！」と

いう声が聞こえてきました。 

ゲームを終えるころには、様々な国の文化や言葉について詳しくなって、世界一周旅行をし

たような気分になりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.民族衣装体験 

 世界には様々な民族衣装があります。今回は、ウガンダ共和国、ガーナ共和国、メキシコ合

衆国、サウジアラビア王国、ペルー共和国、ニジェール共和国、タンザニア共和国の７か国の

民族衣装を用意しました。 

また、華やかなボリビア多民族国の衣装も展示しました。 

参加された方は、それぞれ好みの衣装を選んで、記念撮影をしたり生地を触ったりされてい

ました。外国の民族衣装を着る機会はなかなかないので、貴重な体験をしていただけたと思い

ます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間違えても何度も挑戦

して、みんなとっても楽

しそうだったのだ！ 

 
三日月知事はメキシコ 

の衣装をチョイス！ 

想像以上に重たい！ 
 

 
こちらは展示されていた 
ボリビア多民族国の衣装。 
豪華でかっこいいですよね！ 
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５．人権擁護委員連合会ブース 

 人権擁護委員は、法務大臣からの委嘱により、人権相談を受けたり、人権の大切さを広める

活動をしている方々です。県内には現在 221 人おられ、積極的な人権擁護活動を行っておられ

ます。 

今回の人権擁護委員連合会のブースでは、「人 KENまもる君」「人 KEN あゆみちゃん」のキー

ホルダーや缶バッジがもらえました。カラフルでかわいく、とても人気がありました。 

また、人権擁護委員に直接相談ができるじんけん相談コーナーも設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.外国のグルメ飲食ブース 

 今年はウクライナ、韓国、トルコ、ブラジルの料理を販売するキッチンカーや屋台が登場し

ました！ 

ウクライナ料理のキッチンカーではボルシチやムレンツィ（鶏肉のクレープ）、韓国料理の屋

台ではトッポギやユッケジャン、トルコ料理のキッチンカーではケバブ、ブラジル料理の屋台

ではブリガディロ（チョコレート）やコシーニャ（コロッケ）などが販売されていました。 

あいにくのお天気でしたが、お昼時は行列ができていました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トッポギとっても 

おいしそうなのだー！ 

辛そうなのだー！ 

 
目の前で切ってくれるケバブは

見て楽しく、食べて美味しい 

素敵な体験でした！ 

ブリガディロ ムレンツィ 
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７.その他 

 他にも、「シールぼうや」によるじゃんけん大会や結核予防などに関する○×クイズ、更生保護の

パネル展示など、様々なコーナーを設けました。 

また、人権に関係のあるキャラクターの着ぐるみが集まって、参加者と触れ合いました。キャラ

クターたちは、たくさんの人に会えてとっても嬉しそうでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 イベントには、７００人を超える方に来場いただき、「楽しかった！」、「来年もまた来た

い！」などの声をいただきました。わくわく楽しみながら人権について考えていただけたので

はないかなと思います。 

 イベントでの様々な体験や出会いを通して、障害のある方や外国の方への理解を一層深め、

相手の人権を大切にする考えや行動につながればと思います。 

 

 

 

 

ジンケンダーのちょっと一言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく楽しみながら 

人権について学ぶのだー！ 

左からジンケンダー、更生ペンギンのホゴちゃん、 

人 KEN まもる君、人 KEN あゆみちゃん 

シールぼうや 
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県では、日々の暮らしの中で人権について考え、行動につながるきっかけとなるよ
う、エフエム滋賀（e-radio FM77.0）で人権啓発ラジオ番組を放送しています。  
※「style!」の番組内 
 

 

 

毎週火曜日 10 時 15 分～（５分間） 

 

１月 ７日・・・・「性の多様性②～カミングアウト～」 

 

１月 14日・・・・「発達障害」 

 

１月 21日・・・・「ヤングケアラー」 

 

１月 28日・・・・「アイヌの人々とその文化」 

 

 

番組には、エフエム滋賀のパーソナリティー 林智美さんと、滋賀県人権啓発キャラ
クター「ジンケンダー」が出演しています。ちょっと難しい人権課題を、毎週わかりや
すく解説しています。 
 
放送から１週間以内であれば、「radiko」（アプリ）で聴くこともできます。 
ぜひお聴きください！ 

 

 

 

 

 

 

 

人権について一緒に 

考えよう！ 

ジンケンダーラジオ 放送中♪ 

今月の放送予定 
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じんけん通信では、令和７年（2025 年）の「わた SHIGA輝く国スポ・障スポ」に合わ
せて、「障スポ」で実施される障害者スポーツを、毎月紹介しています。 
今回は、正式競技の１つ、「ボウリング」の概要について、ご紹介します。 
 

 

 

◆ボウリング 
  

知的障害のある選手が出場する競技です。 
ルールは一般のボウリングと同じで、４ゲームの合計点を競います。男女別に少年、

青年、壮年の部に分かれています。 
 

障害区分 準備運営 競技会場 競技日程 

知的障害 
滋賀県・彦根市・豊郷町・ 

甲良町・多賀町 
ラピュタボウル彦根 

令和７年（2025年） 

10月 25日～26 日 

 

 

詳細は、大会公式ホームページをご覧ください♪ 
https://shiga-sports2025.jp/shospo 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

～障害者スポーツのご紹介⑧～ 

応援しに行きたいのだー！ 

https://shiga-sports2025.jp/shospo
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・15日～21日 防災とボランティア週間／17日 防災とボランティアの日 

「防災とボランティアの日」および「防災とボランティア週間」は、防災、減災、災害対応のた

めのボランティア活動に多くの人が取り組み、公助と連携した自助・共助の取組みがより広がるこ

とを狙いとしています。日頃から災害時の連携・協働の取組みを考え、地域の中で防災に携わる

方々の間の連携を深めましょう。 

 

・26日 世界ハンセン病の日 

 昭和 29 年（1954 年）、フランスの社会運動家、ラウル・フォレローさんが提唱。毎年 1月の

最終日曜日を「世界ハンセン病の日」としています。この日には、世界各地でハンセン病に関する

さまざまな啓発活動が行われます。 

 

人権カレンダー １月 


